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自
治
会
・
町
内
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
自
治
会
連
合
会
や
、
各
自

治
会
・
町
内
会
の
活
動
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
、
昨
年
も
自
治
会
連
合
会
の
行
事
を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
、
重
ね
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
「
自
治
連
あ
さ
か
」
を
お
届
け
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
に
は
、

ぜ
ひ
ゆ
っ
く
り
と
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
自
治
連
の
活
動
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
町
内
会
・
自
治
会
で
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
自
治
会
・
町
内
会
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
そ
し

て
ひ
と
り
で
も
多
く
の
か
た
に
自
治
会
・
町
内
会
に
加
入
い
た
だ
く
こ
と
で
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

ご
近
所
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
助
け
合
い
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
一

石
二
鳥
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
自
治
会
連
合
会
は
、
本
年
も
引
き
続
き
行
政
と
の
連
携
を
密
に
し
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ごあいさつ

朝
霞
市
長

富
　
岡
　
勝
　
則

　
自
治
会
連
合
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
多
大
な

る
お
力
添
え
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
近
年
、
情
報
・
通
信
に
お
け
る
技
術
の
発
展
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
や
知

り
た
い
こ
と
、
調
べ
た
い
こ
と
は
、
人
を
介
さ
ず
に
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
瞬
時
に
検
索
で

き
ま
す
。
そ
し
て
暮
ら
し
が
便
利
に
な
る
一
方
で
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
、
ま
す
ま
す
希
薄

と
な
り
、
他
人
に
干
渉
し
な
い
風
潮
が
強
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
先
の
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
地
域
で
の
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が
い
か
に
重
要

で
あ
る
か
、
自
治
会
・
町
内
会
の
意
義
が
今
、
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
自
治
会
・
町
内
会
で
は
、
夏
祭
り
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

開
催
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
自
治
会
加
入
者
が
一
人
で
も
多
く

増
え
、
地
域
で
の
顔
が
み
え
る
お
つ
き
あ
い
が
深
ま
れ
ば
、
災
害
等
で
の
助
け
合
い
に
大
い
に
役

立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
自
治
会
連
合
会
の
活
動
に
よ
り
、
町
内
会
同
士
の
つ
な
が
り
が
広
が
る
こ
と
は
、
日
頃

の
情
報
交
換
や
地
域
の
発
展
に
留
ま
ら
ず
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
、
大
き
な
安
心
・
安

全
が
得
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
行
政
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
が
積
極
的
な
自
治
会
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
の
支

援
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成24年10月24日（水）、ゆめぱれす（市民会館）にて「市長を囲む意見交換会」が開催されました（Ｐ３参照）。
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朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
自
治
会
長
研
修
会
と
し
て
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
先
進
地
視
察
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
、
11
月
20
日
～
21
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

自
治
会
長
研
修
会 

　

長
野
県
長
野
市
松
代
町
は
長
野
市
の
南
端

に
位
置
し
て
お
り
、
三
方
が
山
に
囲
ま
れ
、

北
側
に
は
千
曲
川
が
流
れ
て
い
る
水
と
緑
の

豊
か
な
町
で
す
。
古
墳
時
代
か
ら
栄
え
た
地

域
で
、
町
内
に
は
５
０
０
基
を
超
え
る
古
墳

群
が
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
真
田
十
万
石
の

城
下
町
と
し
て
２
５
０
年
間
栄
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
１
９
６
７
年
に
長
野
市
と
合
併
し

住
民
の
声
が
行
政
に
届
き
に
く
く
な
る
と
、

住
民
の
自
治
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
で
き
る
場

が
な
く
な
り
、長
い
間
低
迷
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
徐
々
に
住

民
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
２
０
０
０
年
に

地
域
活
性
化
計
画
で
あ
る
「
信
州
松
代
ま
る

ご
と
博
物
館
構
想
」
を
行
政
が
市
民
の
参
画

を
得
て
策
定
す
る
と
、
翌
年
、
構
想
推
進
の

た
め
一
般
市
民
有
志
に
よ
り
「
夢
空
間　

松

代
の
ま
ち
と
心
を
育
て
る
会
」
が
発
足
し
ま

し
た
。

　

松
代
町
は
か
つ
て
城
下
町
で
あ
っ
た
こ
と

　

朝
霞
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
平
成
23

年
に
締
結
し
た
佐
久
市
。
そ
の
ご
縁
で
佐
久
市

区
長
会（
本
市
に
お
け
る
自
治
会
連
合
会
に
相

当
）を
訪
問
し
、
お
互
い
の
自
治
会（
区
）活
動

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
佐
久
市
に
は
区
が
２
４
０
も
あ
り
、
制
度

や
事
情
等
も
本
市
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
お
互
い
の
話
は
と
て
も
新
鮮
で
、
今

後
の
自
治
会
活

動
の
参
考
と
な

る
も
の
で
し

た
。
一
方
で
加

入
率
の
低
下
な

ど
の
共
通
の
課

題
も
あ
り
、
対

応
策
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
夢
空
間
　

松
代
の
ま
ち
と
心
を
育
て
る
会
」

「
佐
久
市
区
長
会
」
長
野
県
佐
久
市

1日目

２日目

か
ら
武
家
屋
敷
や
町
屋
が
数
多
く
残
っ
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
保
存
・
復
元
し
観
光
地
化
す

る
活
動
が
今
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
夢

空
間
」
で
は
武
家
屋
敷
や
町
屋
を
含
め
た
町

内
の
観
光
資
源
を
ま
と
め
、
観
光
客
が
巡
り

や
す
い
よ
う
に
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
や
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
町
内

の
見
所
を
案
内
す
る
各
種
散
策
会
を
継
続
的

に
開
催
し
、
松
代
の
歴
史
や
風
土
な
ど
を
学

ぶ
「
松
代
学
講
座
」
を
実
施
、
更
に
は
歴
史

的
建
造
物
の
保
存
活
動
に
積
極
的
に
関
わ

り
、
国
の
有
形
登
録
文
化
財
に
20
ヵ
所
以
上

の
登
録
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
で
は
「
夢
空
間
」
の
方

に
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
現

状
と
課
題
を
伺
っ
た
後
、
実
際
に
松
代
の
町

を
歩
い
て
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

松
代
で
は
様
々
な
事
業
を
続
け
て
い
く
中

で
、
参
加
を
希
望
す
る
住
民
も
増
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
住
民
が
参
加
し
て
の
ま

ち
づ
く
り
の
先
進
的
な
例
を
肌
で
感
じ
る
こ

と
が
で
き
、
大
変
実
り
あ
る
視
察
と
な
り
ま

し
た
。
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意見交換会
　朝霞市自治会連合会では、毎年「市長を囲む意見交換会
を開催しています。これは、自治会・町内会長と市長およ
び市執行部とが意見交換をすることでよりよい自治会運営
を目指すことを目的としています。
　今年度も平成24年10月24日に市民会館において開催
し、自治会連合会側から11問の質問（左表参照）を行い、
市から回答をいただきました。　
　自治会からの質問と市の回答について抜粋して紹介いた
します。

質問順 提出者 質問項目

1 自 治 会 連 合 会 自治会連合会未加入団体との補
助金格差について

2 自 治 会 連 合 会 自治会連合会未加入団体への加
入促進について

3 自 治 会 連 合 会 広報あさかの配布について
4 自 治 会 連 合 会 Jアラートについて

5 自 治 会 連 合 会 キャンプ跡地（前公務員宿舎予
定地）の利用について

6 自 治 会 連 合 会 湯～ぐうじょう跡の再利用について
7 自 治 会 連 合 会 公共施設のトイレについて
8 浜 崎 親 交 会 スピード制限の標識の設置について
9 浜 崎 親 交 会 星の森公園の遊具の増設について

10 上 の 原 町 内 会 公園内自動販売機の飲料価格の
引き下げについて

11 霞ヶ丘親睦会 南割公園（飛行機公園）の整備に
ついて

市長を囲む

Ｊアラートについて
　平成24年９月12日に、防災無線を利用したＪアラート（全国瞬時警報システム）の一斉放送
訓練が行なわれた時、室内にいたためか放送の内容がほとんど聞き取れませんでした。

せっかく緊急情報を伝達しても、流れない、または聞こえないのでは意味がありません。住民に情報
がきちんと伝わるように、対応をお願いします。

Ｑ

　現在、市内には94か所の受信所を設置いたしております。「聞こえない」というご意見をい
ただくたびに、音量調節やスピーカーの向きの変更を行っており、設置に適した場所があれ

ば増設を行っておりますが、近年では、マンションの建設などによる環境の変化が著しく、対応に苦
慮しているところでございます。
　このため、防災行政無線の放送内容を伝える手段といたしまして、これまで市ホームページおよび
ツイッターへの掲載を行っておりましたが、さらに、平成24年10月１日からは、ご登録いただいた
携帯電話等に対してメールを配信するサービスを開始いたしました。また、平成24年11月からは、
家の中で防災行政無線放送を聞くことができるラジオ付きの受信機の販売※１や、フリーダイヤルに
よる「防災行政無線音声確認ダイヤル0800―8000―744（通話無料）」※２の運用を開始する予定でご
ざいます（すでに実施しております）。
　しかしながら、Ｊアラートにつきましては、人工衛星を通じて直接かつ瞬時の放送が行われるため、
ラジオ付きの受信機以外に補完する方法はございません。本番の放送ではサイレン音が発信され、通
常より音量も大きくなることから、危機の発生をお伝えできるものと考えておりますが、今後におき
ましても、状況に応じて適切な情報伝達手段を組み合わせるなどの工夫をし、市民の皆様への情報伝
達方法の改善に努めてまいります。

Ａ

※１　自己負担額1,000円で、本市の住民基本台帳に登録されている世帯、または市内に事業所等を有する方が対象です。   
　　在庫の関係で当日、品物をお渡しできない場合があります。
※２　ＩＰ電話からの放送確認はできません。定時放送（見守り、夕焼け放送）は除きます。回線が混み合っている場合は、
　　つながりにくいことがあります。

問／朝霞市役所危機管理課　℡463–1788
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町
内
会

　
「
安
全
安
心
み
ん
な
の
力
」
を
合
言
葉
に

活
動
中
の
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
の
膝
折
団
地
で
す
。

　

団
地
の
西
側
を
黒
目
川
が
流
れ
、
緑
が
多

い
自
然
環
境
の
良
い
所
で
す
。

　

団
地
内
に
は
花
壇
も
あ
り
、
住
民
の
方
々

が
思
い
思
い
に
奇
麗
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
ベ
ン
チ
に
座
り
話
に
花
を
咲
か

せ
る
人
た
ち
、
心
が
休
ま
る
風
景
で
す
。

　

４
月
末
の
総
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
活
動

と
し
て
は
約
20
年
前
よ
り
、毎
月
第
一
・
第
三

土
曜
の
夜
、
住
民
の
安
全
を
守
る
為
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
は
自
主
防
災

組
織
を
立
ち
上
げ
、
防
災
訓
練
に
は
多
く
の

方
が
参
加
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
皆

さ
ん
の
協
力
で
廃
品
回
収
を
行
い
、
そ
の
中

で
バ
ス
旅
行
を
企
画
し
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。
代
々
の
会
長
が
苦
労
し
築
い
て
く
れ
た

団
地
祭
。
こ
こ
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
結

婚
を
し
、
子
ど
も
を
連
れ
親
子
三
代
で
楽
し

▲団地の安全を守る防犯パトロールの皆さん

ん
で
い
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
祭
り
と
し
て

こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

自
分
自
身
が
あ
と
数
年
で
高
齢
者
の
仲
間

入
り
と
い
う
世
代
に
入
り
、
当
団
地
に
も
高

齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
高
齢
者
世
帯
や
一

人
暮
ら
し
の
世
帯
が
多
く
な
り
、
何
か
良
い

対
策
は
と
考
え
た
時
に
、
埼
玉
県
の
健
康
長

寿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
団
地
ま
る
ご
と
い
き
い

き
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
、
住
民
の
意

識
が
変
わ
ろ
う
と
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

私
も
こ
れ
を
機
会
に
自
治
会
長
と
し
て
、

「
め
ざ
せ
長
寿
日
本
一
」
を
合
言
葉
に
膝
折

団
地
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
協
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

団
地
も
来
年
１
月
よ
り
耐
震
の
補
強
工
事

も
始
ま
り
、
入
居
の
方
も
再
開
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
人
口
も
増
え
、
人
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

富
士
見
台
自
治
会
は
、
昭
和
35
年
頃
に
出

来
た
住
宅
で
、
志
木
駅
や
朝
霞
台
駅
に
も
10

分
位
で
行
け
る
三
原
２
丁
目
に
位
置
す
る
住

宅
街
で
す
。

　

先
輩
た
ち
が
住
み
始
め
た
頃
は
、
家
に
居

な
が
ら
に
し
て
富
士
山
が
見
え
た
の
で
、
会

の
名
前
が
付
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
頃
は
、
排
水
溝
が
U
字
溝
で
し
た
の

で
毎
週
隣
近
所
の
人
た
ち
が
参
加
し
「
ド
ブ

掃
除
」を
し
ま
す
。ま
た
道
路
は
砂
利
道
で
、

雨
が
降
る
と
水
た
ま
り
が
あ
ち
こ
ち
と
出
来

ま
す
。
歩
く
の
も
大
変
な
の
で
数
年
に
一
回

は
業
者
さ
ん
に
砂
利
を
敷
い
て
も
ら
い
、
そ

の
時
は
、
役
員
も
手
伝
い
な
が
ら
平
ら
に
な

ら
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　

当
時
は
、
住
み
良
い
環
境
に
す
る
為
に
も

三
々
五
々
井
戸
端
会
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た（
笑
）。

　

今
は
先
輩
方
の
お
陰
で
、住
環
境
も
整
い
、

暮
ら
し
良
い
自
治
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
の
活
動
も
「
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

作
戦
」「
消
火
器
の
点
検
」「
防
犯
灯
の
点
検
」

等
、
近
頃
は
子
ど
も
会
と
合
同
で
子
ど
も
た

各 地 区 の 自 治 会 ・ 町 内 会 活 動 報 告

第一区
膝
折
団
地
自
治
会会

長
　
倉
林
竹
好

安
全
、
安
心
　
み
ん
な
の
力
で

第二区
富
士
見
台
自
治
会

　
岡
庭
悦
子

会
員
の
安
心
・
安
全
と
子
ど

も
た
ち
と
の
想
い
出
づ
く
り
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▲親睦ボーリング大会

▲チビッコみこしの担ぎ手たち

ち
に
想
い
出
の
残
る
様
な
遊
び
や
花
火
等
を

し
て
賑
や
か
に
自
治
会
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
度
末
で
帳
簿
を
〆
め
４
月
に
総
会
を
開

き
新
旧
役
員
の
交
代
と
な
り
ま
す
。

　

小
さ
な
自
治
会
で
す
が
皆
「
お
互
い
様
」

と
思
い
助
け
合
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

溝
沼
第
二
町
内
会
は
、
溝
沼
地
区
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
す
る
所
に
あ
り
ま
す
。

　

四
角
形
の
地
形
の
中
に
、
約
七
〇
〇
戸
の

会
員
を
有
し
、
自
治
連
の
中
で
は
中
堅
規
模

の
町
内
会
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

当
町
内
会
で
は
、
五
年
前
よ
り
朝
霞
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
第
一
期
地
域
福
祉
活
動
計

画
に
伴
い
„
高
め
よ
う
ご
近
所
力
＂
を
基
本

に
モ
デ
ル
事
業
「
さ
さ
え
あ
い
活
動
」
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。　

　

事
業
の
重
点
は
、
近
隣
同
士
の
見
守
り
、

声
か
け
、
助
け
合
い
で
あ
り
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
町
内
マ
ッ
プ
作
り

　

各
班
を
色
分
け
し
、
防
犯
灯
、
街
角
消
火

器
、
貯
水
槽
の
位
置
を
マ
ー
ク
し
、
避
難
場

所
等
、
役
員
宅
も
明
示
し
て
あ
り
ま
す

②
安
否
確
認
避
難
支
援
登
録
シ
ー
ト
の
作
成

　

各
会
員
の
家
族
、
同
居
者
の
氏
名
、
生
年

月
日
、
勤
務
・
通
学
・
通
園
先
等
を
記
載
、

災
害
時
の
救
援
緊
急
連
絡
先
等
に
活
用
し
ま

す
。
シ
ー
ト
は
、
各
班
毎
に
フ
ァ
イ
ル
に
し

て
町
内
会
が
保
管
。
一
年
毎
に
役
員
、
班
長

が
各
戸
を
訪
問
、
内
容
の
更
新
、
近
況
報
告

等
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

③
さ
さ
え
あ
い
カ
ー
ド
の
採
用

　

緊
急
時
に
必
要
な
家
族
な
ど
の
連
絡
先
、

か
か
り
つ
け
の
病
院
、
医
者
、
普
段
飲
ん
で

い
る
薬
等
を
記
載
し
た
カ
ー
ド
を
空
き
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
５
０
０
ml
に
入
れ
、
冷
蔵
庫
内
に

保
管
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
緊
急
事
態
発
生

の
際
は
、
救
急
隊
や
近
隣
の
人
が
参
考
に
な

る
様
に
冷
蔵
庫
の
ド
ア
に
『
さ
さ
え
あ
い

カ
ー
ド
』
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て
あ
り
ま

す
。

　

以
上
の
事
業
と
並
行
し
て
、
毎
年
行
っ
て

い
る
の
が
、
町
内
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
及
び
黒

目
川
堤
防
の
桜
の
花
見
会
で
す
。

　

日
頃
、
何
か
と
お
骨
折
り
を
頂
い
て
お
り

ま
す
役
員
、
班
長
、
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
も
町
内
会
の
大
事
な
役

割
と
考
え
、
普
段
か
ら
会
員
の
交
流
に
重
点

を
置
い
て
お
り
ま
す
。

　

朝
霞
駅
東
口
徒
歩
２
分
、
６
棟（
４
８
５

戸
）か
ら
な
る
Ｕ
R
住
宅
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

高
齢
者
ま
で
混
在
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ

れ
が
「
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
東
朝
霞
」
で
す
。

　

自
治
会
の
活
動
は
居
住
者
全
体
を
視
野
に

入
れ
て
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

「
夏
祭
り
」「
も
ち
つ
き
」
を
開
催
し
ま
す
が
、

委
員
の
数
以
上
の
方
々
が
力
を
貸
し
て
下
さ

い
ま
す
。
ま
た
、
先
の
震
災
を
教
訓
と
し
た

防
災
訓
練
で
は
「
安
否
確
認
」
を
実
施
す
る

た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
受
付
を
行
っ
た

と
こ
ろ
居
住
者
の
積
極
的
参
加
に
感
激
し
ま

し
た
。

　

月
に
一
回
、
自
治
会
が
集
会
所
で
開
く

「
こ
ー
ひ
ー
屋
さ
ん
」
で
は
皆
さ
ん
ラ
ン
チ

を
と
り
な
が
ら
の
お
喋
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
は
「
キ
ッ
ズ
く

ら
ぶ
」が
色
々
な
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
て
、

若
い
お
母
さ
ん
か
ら
「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
催
し
物
が
あ
っ
て
あ
り
が
た
い
で
す
」
と

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

何
よ
り
嬉
し
い
の
は
団
地
内
で
行
き
会
う

人
た
ち
が
「
こ
ん
に
ち
は
」「
今
晩
は
」
と
声

を
か
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
。
そ
う
、
も
っ
と

広
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

ま
だ
ま
だ
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
問
題
、

ゴ
ミ
問
題
等
々
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第四区
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
東
朝
霞
自
治
会

会
長
　
海
野
　
進

ふ
れ
あ
い
の
場
を
大
切
に

第三区
溝
沼
第
二
町
内
会会

長
　
浅
川
俊
夫

「
さ
さ
え
あ
い
」
と

　
　
　
　「
親
睦
」
を
基
本
に
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皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
昭
和
台
町
内
会
は
、

駅
か
ら
近
い
便
利
さ
も
あ
り
、
都
内
に
勤
め

て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
若
い
方
は
地

元
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
よ
う
で
す
が
、

当
町
内
会
ば
か
り
で
は
な
い
現
象
だ
と
思
い

ま
す
。
ど
ち
ら
の
町
内
会
で
も
会
員
の
高
齢

化
が
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
若
い
方
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い

こ
と
で
す
。
選
挙
に
し
て
も
投
票
率
が
毎
回

低
い
よ
う
で
、
も
っ
と
市
政
に
も
関
心
を

も
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

地
域
で
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
は
、
お

勤
め
の
人
に
も
、
高
齢
者
に
と
っ
て
も
心
強

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。少
し
ず
つ
で
す
が
、

当
町
内
会
で
も
若
い
会
員
が
増
え
て
い
ま

す
。
や
が
て
素
晴
ら
し
い
自
慢
の
町
内
会
に

な
る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

城
山
町
内
会
は
外
環
和
光
北
イ
ン
タ
ー
の

近
く
に
位
置
し
朝
霞
の
玄
関
口
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
１
２
０
世
帯
前
後
で
す
が
、
今

年
37
回
の
総
会
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
８
年

に
町
内
会
館
を
建
て
、
17
年
か
ら
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
で
の
積
立
金
に
よ
り
防
災
倉
庫
を
建

て
、
現
在
は
無
線
機
、
非
常
食
等
２
０
０
食

以
上
維
持
し
て
い
ま
す
。
毎
年
１
回
防
災
訓

練
炊
き
出
し
等
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
６

年
か
ら
始
め
た
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
も
毎
週
１

回
実
施
し
て
い
ま
す
。
行
事
と
し
て
夏
の
納

涼
大
会
は
全
世
帯
に
ゲ
ー
ム
券
、
子
ど
も
に

は
飲
食
の
無
料
券
を
配
布
し
、
１
日
楽
し
ん

で
、
夜
は
カ
ラ
オ
ケ
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

で
最
高
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。
秋
は
近
隣
３

町
会
合
同
で
市
民
体
育
祭
に
参
加
し
、
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
町
内
会
館
は
高
台
に
あ
る
の

で
、
町
内
は
も
と
よ
り
戸
田
の
花
火
も
見
え

ま
す
。
近
く
に
は
自
然
公
園
や
越
戸
川
辺
の

散
歩
道
が
あ
り
、
住
み
よ
い
所
で
す
が
、
役

員
は
高
齢
者
が
多
く
、
世
代
交
代
が
今
後
の

課
題
と
な
り
ま
す
。
若
い
人
と
の
交
流
を
深

め
て
住
み
よ
い
町
内
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
住
民
と
親
と
子
ど
も
の
絆
を
深
め
る

為
に
、
子
ど
も
み
こ
し
祭
り
を
や
っ
て
い
ま

す
。
み
こ
し
担
ぎ
を
通
し
て
高
学
年
は
低
学

年
を
助
け
合
い
絆
を
深
め
て
い
ま
す
。
町
内

の
役
員
さ
ん
は
、
朝
早
く
か
ら
子
ど
も
み
こ

し
祭
り
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

宮
戸
神
社
宮
司
さ
ん
、
奉
賛
会
長
さ
ん
に
お

願
い
し
、
宮
戸
神
社
に
て
子
ど
も
み
こ
し
祭

り
が
怪
我
の
な
い
よ
う
に
お
祓は

ら

い
を
し
て
み

こ
し
に
魂
を
入
れ
ま
す
。
終
了
後
、
み
こ
し

の
出
発
式
、
会
長
の
挨
拶
、
ま
た
大
変
お
忙

し
い
と
こ
ろ
き
て
い
た
だ
き
ま
し
た
市
長
さ

ん
の
挨
拶
後
、
み
こ
し
委
員
長
の
注
意
が
あ

り
、
宮
戸
神
社
を
出
発
し
ま
し
た
。
先
頭
に

お
囃
子
、
み
こ
し
、
山
車
と
順
に
町
内
を
練

り
歩
き
、
途
中
市
民
セ
ン
タ
ー
で
水
分
を
十

分
取
っ
て
も
ら
い
、
約
30
分
休
み
ま
し
た
。

ま
た
町
内
を
練
り
歩
き
宮
戸
神
社
に
戻
っ
て

子
ど
も
た
ち
に
お
楽
し
み
券
、
焼
き
そ
ば
な

ど
と
交
換
を
し
、
楽
し
い
一
日
が
終
わ
り
ま

し
た
。
お
囃
子
の
と
こ
ろ
で
は
踊
り
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
、
お
ひ
ね
り
な
ど
投
げ
て
い

ま
し
た
。
町
内
で
は
今
後
親
睦
を
深
め
る
為

に
ま
つ
り
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
初
め
て
町
内
会
に
関
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。実
際
に
関
わ
っ
て
み
る
と「
町 ▲宮戸子どもみこし

各 地 区 の 自 治 会 ・ 町 内 会 活 動 報 告

第六区
城
山
町
内
会

会
長
　
大
岡
　
昇

朝
霞
の
玄
関
口

第八区
霞
ヶ
丘
東
親
和
会会

長
　
佐
山
康
子

「
つ
な
が
り
」の
窓
口
を
目
指
し
て

第七区
宮
戸
町
内
会

会
長
　
大
島
　
久

宮
戸
子
ど
も
み
こ
し
祭
り

第五区
昭
和
台
町
内
会

会
長
　
室
井
徳
治

活
気
あ
る
町
内
会
を
目
指
し
て

▲納涼大会でのスイカ割り大会
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内
会
」
と
い
う
組
織
が
い
か
に
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
痛
感
せ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
日
本
の
国
民
で
あ
り
、
埼
玉

県
民
で
あ
り
、
朝
霞
市
の
市
民
で
す
。
そ
の

市
民
と
し
て
、
い
ろ
ん
な
行
事
に
参
加
し
た

り
、
協
力
し
た
り
、
ま
た
苦
情
な
ど
を
訴
え

た
り
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
具
体
的
な
窓

口
こ
そ
が
、「
町
内
会
」
だ
っ
た
の
だ
と
知

り
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
、
今
ま
で

は
回
覧
板
さ
え
も
ろ
く
に
見
な
い
で
そ
の
ま

ま
お
隣
り
に
回
し
て
い
た
の
で
す
が
、
回
覧

板
の
中
に
は
、
そ
れ
こ
そ
自
分
た
ち
の
住
む

地
域
の
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
例
え
ば
、
防
犯
ニ
ュ
ー
ス
。

具
体
的
な
被
害
場
所
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
お

り
、
自
分
の
町
内
会
の
近
辺
で
ひ
っ
た
く
り

な
ど
が
あ
っ
た
り
す
る
と
思
わ
ず
気
を
つ
け

よ
う
と
い
う
気
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
霞
ヶ

丘
東
親
和
会
は
、
第
五
小
学
校
、
第
三
中
学

校
の
校
区
内
な
の
で
す
が
、
小
学
校
、
中
学

校
の
保
護
者
が
作
る
広
報
紙
の
回
覧
も
、
こ

の
世
代
の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い

ご
家
庭
に
と
っ
て
は
普
段
知
り
え
な
い
学
校

の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

去
年
の
10
月
も
、
三
中
校
区
の
町
内
会
の

皆
さ
ん
と
、
三
中
、
十
小
、
五
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
先
生
方
が
協
力
し
合
っ
て
開
催
す
る
『
あ

い
さ
つ
推
進
運
動
と
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
つ
ど

い
』
と
い
う
行
事
に
町
内
会
の
方
々
や
子
ど

も
会
の
子
ど
も
た
ち
と
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

も
う
11
年
も
続
い
て
い
る
こ
の
運
動
は
、

三
中
校
区
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
、
黄
色
い

看
板
に
自
分
た
ち
が
考
え
た
あ
い
さ
つ
に
関

す
る
標
語
や
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
、
出
来
上

が
っ
た
も
の
を
地
域
に
取
り
付
け
る
と
い
う

も
の
で
す
。
看
板
作
成
が
終
わ
っ
て
ペ
ン
キ

を
乾
か
す
間
に
何
か
食
べ
も
の
で
も
、
と
い

う
事
か
ら
婦
人
会
の
方
々
が
カ
レ
ー
を
作
っ

て
み
ん
な
で
食
べ
る
と
い
う
現
在
の
ス
タ
イ

ル
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
霞
ヶ
丘
東
親
和
会

内
に
も
、
年
々
黄
色
い
看
板
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
町
内
会
と
し
て
、
近
辺

の
町
内
会
の
方
々
や
校
区
の
先
生
方
と
協
力

し
て
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。▲「ふれあい推進運動の看板」作成中

　

今
回
、
８
つ
の
自
治
会
・
町
内
会
の
方
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
近
年
、「
町
内
会
」
と
い
う
と
「
面
倒
臭
い
」

と
言
っ
て
、
加
入
を
敬
遠
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

し
か
し
、「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
活
動
が
あ
る
地

域
で
は
、
空
き
巣
な
ど
の
抑
止
力
と
な
り
、
防
犯
灯

に
よ
り
暗
い
夜
道
が
明
る
く
照
ら
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
が
自
治
会
・
町
内
会
の
活
動
に

よ
り
安
全
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
・
町
内
会
は
「
支
え
あ
い
」
の
自
主
組
織

で
す
。
お
仕
事
や
育
児
な
ど
で
多
忙
な
方
も
、
出
来

る
と
き
に
出
来
る
範
囲
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
地
域

と
の
つ
な
が
り
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
共
有
し
た

り
、
災
害
時
な
ど
「
い
ざ
」
と
い
う
時
の
命
綱
と
な

り
ま
す
。
平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒

壊
し
た
家
屋
の
瓦
礫
の
下
か
ら
救
出
さ
れ
た
８
割
が

地
域
住
民
の
救
助
に
よ
る
も
の
と
の
報
告
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
余
暇
の
あ
る
方
に
は
、
地
域
で
の
活
躍

す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
だ
ご
加
入
さ
れ
て
い
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
町
内
会
員
の
皆

様
は
、
地
域
の
自
治
会
・
町
内
会
に
加
入
さ
れ
て
い

な
い
方
が
お
近
く
に
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く

だ
さ
る
よ
う
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

　

楽
し
く
住
み
よ
い
地
域
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ

う
！

　

※
自
治
会
・
町
内
会
長
の
連
絡
先
が
不
明
の
場
合
は

朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局（
市
役
所
地
域
づ
く
り
支

援
課
内
）℡
４
６
３

－

２
６
４
５
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

みんなで築こう　住みよいまちづくり

●広報・回覧版配布
●美化活動
●防犯・防災活動

●防犯灯設置・管理
●レクリエーション
　（もちつき・夏祭りなど）

●町内会館運営

※町会費はこのような事業に使われています。ただし活動は各町内会により異なります。

町内会
活動（例）



人と街をつなぐ情報紙

自治連

朝霞市自治会連合会

人と街をつなぐ情報紙

編
集
●
朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
広
報
委
員
会

発
行
●
朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
　
問
合
せ
●
朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局（
朝
霞
市
役
所
市
民
環
境
部
地
域
づ
く
り
支
援
課
内
）　
☎
048（

463）１１１１　内
線
2252

朝
霞
市
自
治
会
連
合
会

自
治
連
あ
さ
か
　
第
８
号

　

自
治
会
活
動
状
況
の
多
種
多
様
な
明
る

い
話
題
報
告
が
集
ま
り
ま
し
た
。
自
治
町

内
会
行
事
の
他
、
広
報
の
配
布
、
会
費
・

募
金
の
取
り
ま
と
め
等
、
年
間
の
日
程
が

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
一
年
の
行
事
を
済

ま
せ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。「
絆
」
と
い

う
言
葉
が
東
日
本
大
震
災
以
来
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
早
二
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

あ
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
は
抗あ
ら
が

い
き
れ

な
い
が
、身
近
な
と
こ
ろ
の
事
故
は
各
自
、

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
自
治
町
内
会
に
お

い
て
も
日
常
の
生
活
で
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
、会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、

諸
行
事
等
に
参
加
出
来
る
よ
う
に
し
た
い

も
の
で
す
。

　

宮
戸
立
出
町
内
会　

会
長　

山
田
寅
二

平成2４年度
朝霞市自治会連合会役員
（平成25年２月現在）

役　職 名　前 所属団体名

会　長 島　　礼次 向山自治会

副会長 梶原　孝男 下の原町内会

副会長 浅川　俊夫 溝沼第二町内会

副会長 相ノ谷昌男 富士見町内会

会　計 松井　宏之 東かすみ台町内会

会　計 五十君欣司 境久保町内会

理　事 井上　剛男 上の原町内会

理　事 倉林　竹好 膝折団地自治会

理　事 髙橋　　優 下の原南部町内会

理　事 塩味　好郎 溝沼第三町内会

理　事 石川陽二郎 旭通り町内会

理　事 谷内　周平 栄町町内会

理　事 芳野　浅嗣 広沢町内会

理　事 醍醐　　清 田島町内会

理　事 大島　　久 宮戸町内会

理　事 南條　喜明 朝志ヶ丘自治会

監　事 大岡　　昇 城山町内会

監　事 伊藤　允光 浜崎上町内会

顧　問 金子　好隆 社会福祉協議会

委員長 溝沼第二町内会 浅川　俊夫
自治会連合会役員 向山自治会 島　　礼次
自治会連合会役員 下の原町内会 梶原　孝男
自治会連合会役員 富士見町内会 相ノ谷昌男
１　区 上の原町内会 井上　剛男
２　区 若松町内会 飯塚　昭五
３　区 溝沼第一町内会 星野　　隆
４　区 本町霞台町内会 松尾　　哲
５　区 広沢町内会 芳野　浅嗣
６　区 城山町内会 大岡　　昇
７　区 宮戸立出町内会 山田　寅二
８　区 浜崎親交会 鈴木　　實

●広報委員会名簿

在職23年　川野紀代美　

在職15年　松本　哲次　膝折団地自治会

在職５年　橋本　明義　岡町内会

在職４年　埴田　惣二　宮戸立出町内会

在職２年　福川　　直　膝折宿町内会

在職２年　中田　慶一　溝沼第五町内会

在職２年　織部　邦隆　昭和台町内会

〈敬称略〉

退職自治会・町内会長
ありがとうございました

在職２年　内田　博光　東町内会

在職２年　野溝　　優　三栄自治会

在職２年　早坂　定義　霞ヶ丘東親和会

在職１年　板垣　梅寿　県営朝霞幸町団地自治会

在職１年　菅野　成一　富士見台自治会

在職１年　伊藤　幸生　霞ヶ丘親睦会

在職１年　倉林ミチ子　膝折団地自治会

平成23年度をもって退職された自治会・町内会長の皆様をご紹介します。

シャーマルコーポ
第二朝霞自治会

（8.4.1~23.7.31）

（23.8.1~24.4.27）
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